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ボランティアを 

紹介してほしい人 

ボランティア活動を 

はじめたい人 

ボランティアセンター   

にお問い合せください 

（☎８９４－３７３７） 

 

 

 

リ
ー
ダ
ー
会
議
（
３
月
27
日
） 

 

☆
会
長
挨
拶 

・
年
度
末
を
迎
え
て
（
省
略
） 

☆
連
絡
会
よ
り 

・
新
年
度
連
絡
会
役
員
・
顧
問
の
承
認

（
１
頁
参
照
） 

・
新
年
度
各
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
及
び

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
紹
介
（
２
頁
参
照
） 

・
連
絡
会
退
会
の
承
認
「
花
と
緑
の
会
・

い
ぶ
き
」（
２
頁
参
照
） 

・
吉
田
顧
問
記
念
品
贈
呈
の
件 

・
30
年
度
二
大
行
事
の
日
程
と
実
行
委

員
会
構
成
に
つ
い
て
（
２
頁
参
照
） 

 

市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ 

８
月
４
日

（
土
）
開
催 

 

健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル 

11
月

11
日
（
日
）
開
催 

・
29
年
度
活
動
助
成
金
決
算
に
つ
い
て

４
月
13
日
ま
で
に
提
出 

☆
セ
ン
タ
ー
よ
り 

・
グ
ル
ー
プ
活
動
記
録
に
つ
い
て 

・
平
成
30
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
メ
ン
バ
ー
の
活
動
確
認
に
つ
い
て 

・
平
成
30
年
度
セ
ン
タ
ー
利
用
申
請
書

に
つ
い
て 

・
セ
ン
タ
ー
給
湯
室
（
１
・
２
階
）
の
利

用
に
つ
い
て 

☆
各
グ
ル
ー
プ
報
告
（
省
略
） 

   

（４） （１） 

役 職 氏   名 所属グループ 

会 長 川下 武士（再） 虹の会 

副会長 

菊田 広子（再） あい・かざぐるま 

森本 昌子（再） ほほえみ 

書 記 宮田 友理（新） さつき 

会 計 梶 記代美（新） 星の会・さつき 

会計監査 和久田 綾子（再） さつき 

顧 問 栗原 清美子（再） 
ほほえみ・かざぐるま 

糸ぐるま 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
感
謝 

 
 
 
 
 

前
会
長 

吉
田
朋
子 

心
の
支
え
は
故
吉
田
芳
子
先
生
の
教
え 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
30
年
余

り
、
よ
く
続
い
た
も
の
で
あ
る
。
何
も
言
わ

ず
に
見
守
っ
て
く
れ
た
家
族
へ
の
感
謝
、
そ

し
て
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
故
吉
田
芳
子

先
生
の
教
え
を
思
い
出
さ
ず
に
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
平
成
8
年
4
月
か
ら
毎
月
の
リ

ー
ダ
ー
会
の
後
に
行
な
わ
れ
た
12
回
の
講

座
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
い
ろ
は
」
を
学

ん
だ
こ
と
が
大
き
な
自
信
に
繋
が
り
ま
し

た
。
自
主
性
、
社
会
性
、
無
償
性
と
い
う
原

則
は
今
で
も
私
の
支
え
で
す
。 

 

出
発
点
に
な
っ
た
「
ひ
ま
わ
り
」 

 

平
成
4
年
5
月
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ
ー
）
の
開
所
に
合

わ
せ
て
健
康
増
進
課
主
導
で
「
ゆ
う
ゆ
う
機

能
訓
練
教
室
・
ひ
ま
わ
り
」
が
開
設
さ
れ
、

理
学
療
法
士
の
お
手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
利

用
者
さ
ん
と
の
交
流
を
深
め
、
い
ろ
ん
な
作

品
作
り
に
没
頭
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
共
同

作
業
で
畳
半
畳
の
大
き
さ
に
、
和
紙
を
染
め

て
「
星
の
ブ
ラ
ン
コ
」
の
ち
ぎ
り
絵
を
半
年

が
か
り
で
製
作
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
作
品
が

新
潟
県
で
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
利
用 

者
の
方
を
車
い
す
に
乗
せ
て
栗
原
さ
ん
と

交
代
で
会
場
ま
で
行
っ
た
こ
と
な
ど
貴
重

な
体
験
が
甦
っ
て
き
ま
す
。 

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
求
め
て 

 

ま
た
車
い
す
で
交
野
市
内
を
ど
の
く
ら

い
回
れ
る
の
か
、
メ
ジ
ャ
ー
片
手
に
市
内
全

域
を
手
分
け
し
て
、
道
路
事
情
を
は
じ
め
公

共
施
設
、
福
祉
施
設
な
ど
を
調
査
、
汗
だ
く

に
な
り
な
が
ら
一
冊
の
マ
ッ
プ
を
作
り
上

げ
、
行
政
や
関
係
者
に
配
布
し
た
こ
と
も
昨

日
の
出
来
事
の
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

楽
し
い
仲
間
と
共
に 

 

「
ひ
ま
わ
り
」
の
リ
ー
ダ
ー
を
皮
切
り
に

連
絡
会
の
役
員
を
15
年
（
内
、
会
長
8
年
）

も
続
け
ら
れ
た
こ
と
や
、
他
の
グ
ル
ー
プ
の

活
動
に
も
参
加
し
、
多
く
の
友
だ
ち
が
で
き

た
の
は
望
外
の
喜
び
で
し
た
。
ま
た
地
域
で

は
岩
船
小
学
校
区
福
祉
委
員
会
委
員
長
な

ど
、
ま
さ
に
フ
ル
活
動
の
日
々
で
し
た
が
、

辛
さ
よ
り
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
「
道

の
な
い
と
こ
ろ
、
皆
さ
ん
と
歩
い
て
道
に
し

た
」
と
、
故
吉
田
先
生
の
言
葉
を
想
い
出
し

な
が
ら
、
わ
た
し
を
支
え
て
頂
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
家
族
に
感
謝
、
感
謝
で

す
。
終
わ
り
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の

益
々
の
発
展
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

 

ボランティアグ

ループの活動から

身を引き、家事と趣

味に専念すること

にしました。 

 

新
年
度
を
控
え
、
希
望
の
日
に
転
居

で
き
な
い
「
引
越
し
難
民
」
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
る
と
の
テ
レ
ビ
報
道
に
驚
き

を
感
じ
た
。 

 

就
職
や
転
勤
、
入
学
と
新
た
な
生
活

が
始
ま
る
春
は
、
人
が
動
く
季
節
で
、
３

月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
は
年
間
引
越

し
件
数
の
３
分
の
１
が
集
中
す
る
と
い

う
。
一
方
、
引
越
し
業
界
で
は
運
転
手
不

足
が
深
刻
化
し
て
い
る
の
に
、
運
転
手

の
宅
配
業
界
へ
の
転
職
が
進
み
、
人
手

不
足
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。 

 

ネ
ッ
ト
通
販
の
配
達
は
増
え
、
宅
配

業
界
の
運
転
手
需
要
は
さ
ら
に
高
ま
る

と
み
ら
れ
て
い
る
。
居
な
が
ら
に
し
て

買
い
物
が
で
き
る
の
を
当
然
と
思
う
消

費
者
の
感
覚
が
「
引
越
し
難
民
」
を
生
み

出
す
背
景
に
あ
る
と
・
・
・ 

 

特
定
の
時
期
に
一
斉
に
動
く
こ
と
で

効
率
性
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
が
社
会
全
体

の
重
荷
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。
解
決

に
は
難
し
い
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る

が
、
過
度
な
需
要
の
集
中
を
改
め
る
機

会
に
な
れ
ば
と
思
う
。
個
人
が
で
き
る

こ
と
に
限
界
は
あ
る
が
一
度
考
え
て
み

て
は
ど
う
だ
ろ
う
。 

（
竹
ト
ン
ボ
） 

引
越
し 

難
民
現
象 

２０１８・１９年度ボラ連新役員が決まる 

 

２
０
１
８
・
１
９
年
度
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の
役
員

選
出
に
つ
い
て
、
昨
年
12
月
か
ら
指

名
委
員
会
で
の
検
討
が
始
ま
り
、
今

年
１
月
の
応
募
を
経
て
、
本
格
的
な

人
選
に
入
り
ま
し
た
。
そ
し
て
３
月

27
日
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
左
記
の

メ
ン
バ
ー
を
諮
問
し
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

任
期
は
今
年
４
月
か
ら
再
来
年

３
月
ま
で
の
２
年
間
で
す
。 

 

前列左から 栗原顧問、川下会長、菊田副会長、森本副会長 

後列左から 和久田会計監査、梶会計、宮田書記 

 ボランティア活動をとりまく環

境は難問が山積していますが、連絡

会に集うボランティの皆さんと気

持ちを合わせながら、ボラ連の諸活

動の活性化、そして各グループ活動

の発展に努めてまいります。 

 これからもボランティアの皆さ

んの変わらぬご理解とご協力をお

願い致します。 

 

  ２０１８年４月 

ボランティアグループ 

連絡会役員一同 

 

ボラ連の発展にむけて 

 

mailto:vltr94@leto.eonet.ne.jp
mailto:katabora1994@katano-shakyo.com


 

                             

 

          

 

み

ん

な

の

広
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（３） （２） 

グループ名 リーダー サブリーダー 
  

在宅訪問「陽だまり」 馬場 巡 礒仁 千枝子 
 

外出介助「かざぐるま」 栗原 清美子 黒田 直美 
 

子育て広場「アリス」 沖田 麻知子 和久田 純子 
 

手話「さつき」 斉藤 三千子 髙橋 博子 
 

要約筆記「星の会」 坂口 和代 新里 幸子 
 

点訳「虹の会」 山宮 加代子 
清水 和美 

前田 順子 

 

朗読グループ「あい」 山本 綾子 
神原 洋子 

久田 美佐子 

 

障がい者との交流 

「ほほえみ」 
荒木 幸代 松田 ひとみ 

 

障がい者・施設支援 

「ふれんズ」 
山本 むつ美 

佃 静枝 

庄田 竜子 

 

介護衣料手作り 

「糸ぐるま」 
林 志都江 

間瀬 よし江 

小西 敦子 

 

いきいき歌体操 

「ＨＡＮＤ」 
奥田 孝子 平松 幸男 

 

車いすダンス 

「ひまわり」 
佐藤 建造 

西崎 二三江 

大木 孝子 

 

おもちゃ作りとニュースポー

ツ・演芸 「玉手箱」 
岡崎 佳世子 作本 儀蔵 

 

 

 

引
き
こ
も
り
、
親
の
気
持
ち
子
の
気
持
ち 

あ
る
雑
誌
に
「
子
ど
も
の
引
き
こ

も
り
」
に
つ
い
て
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

意
見
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
引
き
こ

も
り
は
、
あ
る
日
突
然
起
こ
る
の
で

は
な
く
、
幼
い
頃
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
、

生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
低
下
し
て
い

き
、
ス
ト
レ
ス
に
耐
え
ら
れ
な
く
な

る
と
、
自
身
を
守
る
た
め
家
に
引
き

こ
も
る
と
い
う
。「
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
を
低
下
さ
せ
る
最
大
の
要
因
が
、

親
の
「
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い

思
い
込
み
、
強
迫
観
念
だ
と
い
う
。
真

面
目
に
一
生
懸
命
、
生
き
て
き
た
親

御
さ
ん
ほ
ど
そ
の
傾
向
が
強
く
、
子

ど
も
に
も
よ
か
れ
と
思
っ
て
押
し
つ 

け
て
し
ま
う
。 

そ
ん
な
親
に
育
て
ら
れ
る
と
、
子

ど
も
は
常
に
追
い
立
て
ら
れ
、
評
価

さ
れ
、
干
渉
さ
れ
て
育
つ
た
め
、
次
第

に
神
経
が
疲
弊
す
る
と
い
わ
れ
る
。

子
ど
も
の
生
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回

復
さ
せ
る
に
は
、
親
の
価
値
観
を
根

底
か
ら
変
え
る
必
要
が
あ
る
。
何
で

も
義
務
感
と
強
迫
観
念
か
ら
や
っ
て

い
て
「
喜
び
」
を
実
感
で
き
な
く
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
な
ど

考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

  

ひ
き
こ
も
っ
て
い
る
子
を
元
気
に

し
た
い
な
ら
、
親
が
価
値
観
を
変
え
、

喜
び
や
思
い
や
り
を
優
先
し
、
親
が

変
わ
っ
て
こ
そ
、
子
ど
も
が
変
わ
る

と
い
う
記
事
を
目
に
し
て
、「
親
の
き

も
ち
、
子
の
き
も
ち
」
の
す
れ
違
い
を

痛
感
し
ま
し
た
。 

 

（
Ｎ
子
） 

 

片
方
の
手
袋 

 

作
家
の
向
田
邦
子
さ
ん
が
お
気
に

入
り
の
手
袋
の
片
方
を
な
く
し
、
偶

然
同
じ
手
袋
の
片
方
だ
け
を
拾
わ

れ
、
届
け
出
た
も
の
の
持
ち
主
が
現

わ
れ
ず
、
譲
り
受
け
喜
ん
だ
が
、
そ
れ

は
残
し
て
お
い
た
の
と
同
じ
左
手
用

だ
っ
た
・
・
・
と
の
エ
ッ
セ
イ
を
紹
介 

し
た
新
聞
記
事
を
読
み
、
な
何
と
、
私

は
失
く
し
た
手
袋
、
片
方
ず
つ
、
左
は

紫
、
右
は
黒
を
当
然
と
ば
か
り
使
用

し
て
い
ま
す
。
勿
論
、
お
出
か
け
用
は

別
物
で
、
車
の
中
だ
け
で
す
が
、
最
近

は
ハ
メ
換
え
る
の
が
面
倒
で
、
そ
の

ま
ま
車
外
で
も
愛
用
し
て
い
ま
す
。 

先
日
、
朝
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
時
に

お
会
い
す
る
方
の
手
を
温
め
て
い
た

の
も
色
違
い
の
手
袋
で
「
ヨ
ッ
！ 

ご
同
類
」
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

（
Ｆ
嬢
） 

 

「梅干しばあさん」って 

  最初に言ったのは清少納言 
 顔がシワだらけの老女のことを、「梅干しばあさん」とい

う。酸っぱい梅を食べたときのように、老女の顔がシワシ

ワであることを皮肉っているわけだ。では、最初に梅干し

とばあさんを結びつけたのは誰だったのか？ 

 正解は、「枕草子」で有名な清少納言。彼女は「歯もない

ような老女が、梅を食べて酸っぱそうにしている顔が嫌だ」

と「枕草子」に記しているのだ。女性をおちょくったこの

「梅干しばあさん」という表現の生みの親は、男性でなく、

同性である女性だったというわけだ。 （雑学記者） 

平
成
30
年
度
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・ 

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
が
決
定 

  

平
成
30
年
度
の
各
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
に
つ

い
て
、
３
月
の
リ
ー
ダ
ー
会
議
で
左
表
の
と
お
り
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

報
告
を
受
け
ま
し
た
。
各
リ
ー
ダ
ー
・
サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
任
期
は
１

年
で
す
。 

花と緑の会 

「いぶき」が退会 

「いぶき」が会員の高齢化や

減少で 13 年間の活動に終止

符を打たれることになりま

した。５月に会の解散が行な

われます。 

 連絡会には平成 26 年 5 月

に入会をいただき、4 年間の

お付き合いでございました。

植木市などで大変頑張って

いただき誠に残念でありま

すが、リーダー会で「いぶき」

の退会を承認しました。 

平
成
30
年
度
年
度
二
大
行
事 

実
行
委
員
会
構
成
に
つ
い
て 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
の
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
平
成
30
年
度
は
、
市

民
交
流
フ
ェ
ス
タ
（
８
月
４
日
（
土
）
開
催
）

と
交
野
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

ふ
れ
あ
い
広
場
（
11
月
11
日
（
日
）
開
催
）

へ
の
参
加
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
推
進
に
あ
た
る
実
行
委
員
会

を
構
成
し
、
実
施
に
向
け
て
具
体
的
な
検

討
を
始
め
ま
す
。
二
つ
の
実
行
委
員
会
の

構
成
は
次
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
委
員
を
選
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

◎
市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ 

陽
だ
ま
り
・
あ
い
・
虹
の
会
・
糸
ぐ
る
ま
・

Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｄ
・
ひ
ま
わ
り
・
玉
手
箱
の
７
グ
ル

ー
プ
か
ら
選
出 

◎
交
野
市
健
康
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
・
ふ
れ
あ
い
広
場 

か
ざ
ぐ
る
ま
・
ア
リ
ス
・
さ
つ
き
・
星
の

会
・
ほ
ほ
え
み
・
ふ
れ
ん
ズ
の
６
グ
ル
ー
プ

か
ら
選
出 

実
行
委
員
の
選
出
は
４
月
24
日
（
火
）

ま
で
に
Ｖ
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
て
く
だ
さ

い
。
市
民
交
流
フ
ェ
ス
タ
に
つ
い
て
は
開

催
ま
で
に
時
間
的
に
余
裕
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
５
月
上
旬
に
第
１
回
の
実
行
委
員

会
を
開
催
し
ま
す
。 

運
転
手
さ
ん
の
機
転 

３
月
22
日
、
朝
の
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
の
運
転

手
さ
ん
の
対
応
を
伝
え
た
い
。
倉
治
踏
切
の

信
号
が
故
障
で
赤
に
な
っ
て
い
る
た
め
遮
断

機
が
上
が
ら
な
い
。
車
の
列
が
長
く
な
る
。
次

の
駅
で
バ
ス
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
判

断
し
た
運
転
手
さ
ん
は
バ
ス
の
向
き
を
変
え

て
開
い
て
い
る
一
つ
向
こ
う
の
踏
切
を
渡
り

迂
回
し
て
倉
治
７
丁
目
の
バ
ス
停
に
、
遅
れ

は
５
分
。
各
人
が
乗
り
込
む
た
び
運
転
手
さ

ん
は
「
信
号
機
の
故
障
で
遮
断
機
が
上
が
り 

ま
せ
ん
で
し
た
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が
安

全
運
転
で
参
り
ま
す
」
と
事
情
を
伝
え
て

い
る
。「
遅
い
な
あ
と
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
ま

し
た
が
、
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
」
と
声
を
出
す
人
も
い
る
。
運
転
手
さ
ん

は
乗
降
客
の
な
い
駅
は
「
通
過
し
ま
す
」
と

車
内
に
伝
え
、
終
点
の
ゆ
う
ゆ
う
セ
ン
タ

ー
に
到
着
し
た
時
に
は
「
無
人
駅
が
多
か

っ
た
の
で
時
間
通
り
に
到
着
で
き
ま
し
た

。
皆
さ
ま
の
お
陰
で
す
」
と
。
笑
い
が
起
こ

り
何
か
暖
か
い
も
の
が
車
内
に
流
れ
た
。

電
車
の
車
掌
さ
ん
と
変
わ
ら
な
い
対
応
。

お
見
事
で
し
た
。 

（
Ｍ
） 

 
 


